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A.研究目的 

 新型コロナウイルスの感染拡大が進み母乳

バンクのドナーミルクの安全性も危惧された。

母乳による HIV ウイルス感染の問題が明らか

となった時には世界中の母乳バンクが閉鎖さ

れた歴史があるため母乳バンクの安全性は常

に大事な問題である。新型コロナウイルスに感

染した母親からの母乳には生きて感染力があ

る状態で検出されたことはなく、新型コロナウ

イルスに対する特異交抗体が同定されている。

新型コロナウイルスは経母乳感染しないこと

が分かったが治療薬については情報がなかっ

た。そのため国内で新型コロナウイルスの治療

薬として承認されたレムデシビルの母乳中へ

の移行、安全性について検討することとした。 

 

B.研究方法 

 新型コロナウイルスに感染し、レムデシビル

の投与を受けた授乳中の母親から母乳と血液

検体を採取した。母親は 28 歳の初産婦で、在

胎 38 週に 2758g の男児を出産した。産後 2 日

目に発熱し、PCR(Polymerase chain reaction)

検査で陽性となり新型コロナウイルス感染症

と診断された。その後呼吸器症状が悪化してレ

ムデシビルの適応と判断された。 

 レムデシビルは初日に 200mg、2 日目から 5

日目は 100mgが投与された。感染症法に従い母

子分離となったが母親は搾乳を続けていた。同

意書取得後に血液を投与3日目と5日目の投薬

直前と最終投与から 24時間後、72時間に採取

した。母乳を投与 5 日目の投薬直前、投薬 1

時間後、3時間後、6時間後、24時間後に採取

した。レムデシビルは投与後に活性のある

GS-441524 となるためこれも同時に測定した。

測定には CAY30354;（Cayman Chemical, Ann 

Arbor, MI, USA) 、 HY-103586（MedChemExpress, 

Monmouth Junction, NJ, USA)を用いた。 

 

C.研究結果 

 血中のレムデシビル濃度は 4 検体中 3 検体

で検出感度未満であり、また 5 日目の投与前

の濃度は 14.4ng/ml であった。母乳中のレム

デシビルの濃度は 4 検体中 3 検体で検出感度

未満であり、また 5 日目投与前 1 時間での濃
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度は 1.29 ng/mlであった（図）。母乳/血漿比

（M/P：milk/plasma or serum ratio）は 0.089

で あ っ た 。 ま た 相 対 的 乳 児 投 与 量

（RID:relative infant dose)は３ｋｇの乳児

が毎日 160mg/kgの最大薬物濃度の母乳を飲ん

だとして計算しても 0.0070％と極めて低い値

であった。 

 レムデシビルの代謝物である GS-441524 の

血中の濃度は 33.1-.389.9 ng/ml であった。

母乳中の濃度は 13.50-284.9ng/ml であった。

（図） 投与 5 日目の投薬直前と投薬 24 時間

後の GS-441524 の血中濃度はそれぞれ 389.9 

ng/mlおよび 201.1 ng/mlであった。母乳中濃

度はそれぞれ 13.5 ng/ml，64.34 ng/ml であ

った。GS-441524についても同様に計算したと

ころ M/Pが 0.32，RIDが 1.55％であった。 

 

図：レムデシビル投与後の時間と血中、母乳

中のレムデシビル濃度と GS-441524濃度 

 

D.考察 

 本症例では実際には授乳されていないため、

児のレムデシビルとその代謝物である

GS-441524の血中濃度や影響は不明である。た

だし、レムデシビル 10 mg/日を 12日間投与さ

れたエボラ出血熱の新生児（出生体重 2800 g）

には副作用は認められなかったという報告が

ある（Dörnemann et al.、2017）。我々の結果

はこの例よりもはるかに少ない量であり児に

影響が出るとは考えにくいものであった。 

 

E.結論 

 母乳バンクのドナーにはドナーミルク送付

毎に使用薬剤などを記載してもらっているが、

レムデシビルは母乳中への移行量が少ないた

め使用可能な薬剤に含めてよい可能性が示唆

された。ただし 1例だけの報告であるため十分

とは言えず、さらなる症例の蓄積が必要である。 
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